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第１回総合教育会議／秋田内陸線「のりものまつり」 第４回「ＢＭ－１グランプリ」／秋田大学と北秋田市との共同事業

　
北
秋
田
市
の
平
成
27
年
度
第
1
回
総
合

教
育
会
議
が
、
５
月
14
日
に
市
役
所
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
総
合
教
育
会
議
は
、
市
長
と
教
育
委
員

会
（
教
育
長
、
教
育
委
員
）
で
構
成
さ
れ
、

教
育
行
政
の
大
綱
の
策
定
や
教
育
の
条
件

整
備
な
ど
重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策
、
児

童
・
生
徒
等
の
生
命
や
身
体
の
保
護
等
緊

急
の
場
合
に
講
ず
べ
き
措
置
に
つ
い
て
協

議
、
調
整
を
行
う
場
で
す
。
平
成
27
年
４

月
１
日
の
改
正
地
方
教
育
行
政
法
の
施
行

を
受
け
、
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
津
谷
市
長
が
「
４
月
か
ら
新

し
い
教
育
委
員
会
制
度
が
始
ま
り
、
首
長

が
教
育
長
を
直
接
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ

た
ほ
か
、
総
合
教
育
会
議
を
主
宰
し
、
教

育
目
標
や
施
策
の
基
本
方
針
を
定
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。
今
後
は
、
こ
の
会
議
で
教

育
行
政
の
大
綱
を
策
定
し
、
推
進
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

も
、
解
決
に
向
け
て
迅
速
に
対
応
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
三
澤

教
育
長
が
「
こ
の
会
議
で
、
北
秋
田
市
に

お
け
る
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
ス
ポ
ー

ツ
全
般
に
わ
た
り
、
市
長
と
教
育
長
、
教

育
委
員
が
そ
の
教
育
理
念
や
方
針
、
施
策
、

事
業
に
つ
い
て
、
お
互
い
自
由
か
っ
達
に

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
」
な

ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
議
事
に
入
り
、
総
合
教
育
会

議
の
運
営
要
綱
の
制
定
と
、
北
秋
田
市
教

育
大
綱
の
策
定
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

運
営
要
綱
は
、
総
合
教
育
会
議
の
運
営
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で
、
教

育
大
綱
は
「
学
校
教
育
編
」、「
生
涯
学
習

編
」、「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
編
」
の
３
編
で
構

成
さ
れ
、
市
の
教
育
、
学
術
及
び
文
化
の

振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

そ
の
目
標
や
施
策
の
根
本
と
な
る
方
針
を

定
め
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に

つ
い
て
、
積
極
的
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、

協
議
の
結
果
、
２
件
と
も
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

第
4
回
「
Ｂ
Ｍ
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

趣
向
を
凝
ら
し
た
バ
タ
ー
餅
が
一
堂
に

第
１
回
総
合
教
育
会
議

市
教
育
大
綱
の
策
定
を
協
議

阿
仁
地
区
を
対
象
に
脊
椎
検
診

◇
5
月
16
日
〜
6
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

　
森
吉
山
麓
村
興
し
会
（
池
田
文
明
会

長
）
主
催
の
第
４
回
「
Ｂ
Ｍ
―
１
グ
ラ
ン

プ
リ
」
が
、
４
月
28
日
に
ク
ウ
ィ
ン
ス
森

吉
で
開
催
さ
れ
、
22
の
個
性
あ
ふ
れ
る
バ

タ
ー
餅
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。 

　
Ｂ
Ｍ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
販
売
用
の

バ
タ
ー
餅
を
製
造
し
て
い
な
い
個
人
と
団

体
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
従
来
の
伝
統

的
な
バ
タ
ー
餅
の
製
法
を
基
本
と
す
る
ク

ラ
シ
カ
ル
部
門
に
７
品
、
抹
茶
や
レ
ー
ズ

ン
な
ど
の
素
材
を
加
え
た
ア
レ
ン
ジ
部
門

に
15
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、
主
催
者
の
池
田
会
長
が

「
こ
の
大
会
か
ら
バ
タ
ー
餅
の
話
題
が
市

外
・
県
外
へ
と
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願

秋
田
大
学
と
北
秋
田
市
と
の
共
同
事
業

い
、
村
興
し
会
と
し
て
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
地
元
の
前
田
保
育
園
の
園
児

た
ち
と
日
本
バ
タ
ー
餅
協
会
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
バ
タ
も
っ
ち
」
が
、
元

気
に
「
バ
タ
ー
餅
体
操
」
を
披
露
。
園
児

た
ち
が
愛
ら
し
く
踊
る
姿
に
会
場
は
大
い

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
審
査
は
、
一
般
審
査
員
50
人
に
よ
る
一

次
審
査
と
特
別
審
査
員
13
人
に
よ
る
最
終

審
査
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
査
員
は
、
一

つ
ず
つ
風
味
や
食
感
を
確
か
め
な
が
ら
試

食
す
る
と
と
も
に
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

数
々
の
バ
タ
ー
餅
の
出
来
栄
え
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
合
間
に
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ

れ
た
バ
タ
ー
餅
に
よ
る
地
域
興
し
の
映
像

が
ス
ク
リ
ー
ン
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
バ
タ
も
っ
ち
愛
女
子
会
（
あ
い
こ
う

か
い
）
に
よ
る
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
を
使
っ

た
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
教
室
、
前
田
保
育
園

の
園
児
た
ち
に
よ
る
「
バ
タ
も
っ
ち
ぬ
り

え
」
が
展
示
さ
れ
、
会
場
を
彩
り
ま
し
た
。 

　
最
後
に
部
門
ご
と
に
各
賞
が
発
表
さ
れ
、

ク
ラ
シ
カ
ル
部
門
で
は
渡
部
の
り
子
さ
ん

（
米
内
沢
）、
ア
レ
ン
ジ
部
門
で
は
中
嶋
慶

子
さ
ん
（
鷹
巣
）
が
、
初
め
て
の
グ
ラ
ン

プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

　
秋
田
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学
講
座
と

市
の
共
同
に
よ
る
脊
椎
検
診
が
、
５
月
11

日
か
ら
16
日
ま
で
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化

セ
ン
タ
ー
な
ど
阿
仁
地
区
の
６
会
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
脊
椎
検
診
は
、
同
整
形
外
科
学
講
座
が

阿
仁
地
区
を
対
象
に
平
成
21
年
度
か
ら
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
23
年
度
か
ら

は
検
診
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
と
市
民
の
健
康

増
進
の
た
め
、
市
と
の
共
同
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
整
形
外
科
分
野
の

検
診
は
、
県
内
で
は
唯
一
、
全
国
的
に
も

極
め
て
ま
れ
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
特
に
、
脊
椎
疾
患
の
一
つ
の
湾
曲
異
常

は
、
頑
固
な
腰
背
部
痛
、
バ
ラ
ン
ス
障
害

に
よ
る
転
倒
や
骨
折
な
ど
の
原
因
と
な
る

た
め
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
握
力
や
背
筋
力
、
脚
力
、
背

中
の
ゆ
が
み
を
調
べ
る
従
来
の
検
査
に
加

え
、
運
動
機
能
が
落
ち
て
介
護
が
必
要
に

な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
を
判
定
す
る
た
め
、
台

に
座
っ
た
状
態
か
ら
の
立
ち
上
が
り
や
歩

幅
の
計
測
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
検
査
後
は
個
別
指
導
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
、
検
査
結
果
の
説
明
や
日
ご
ろ
気
を

つ
け
る
こ
と
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
、
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

▲前屈や反り返った状態の背骨をコン
ピュータで計測

▲クラシカル部門で、一品一品の味を確
かめる一般審査員

▲第1回総合教育会議であいさつを述べ
る津谷市長

▲検査終了後、医師からアドバイスを受
ける参加者

秋
田
内
陸
線
「
の
り
も
の
ま
つ
り
」

い
ろ
い
ろ
な
乗
り
物
が
勢
ぞ
ろ
い

　
秋
田
内
陸
線
「
の
り
も
の
ま
つ
り
」
が
、

５
月
16
日
と
17
日
の
２
日
間
の
日
程
で
行

わ
れ
、
会
場
の
阿
仁
合
駅
周
辺
は
大
勢
の

家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
会
場
の
市
役
所
阿
仁
庁
舎
前
に
は
、
パ

ト
カ
ー
や
白
バ
イ
、
救
急
車
、
は
し
ご
車
、

電
気
自
動
車
、
ゴ
ン
ド
ラ
、
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
、
除
雪
車
な
ど
約
20
種
類
の
乗
り
物

が
勢
ぞ
ろ
い
。
子
ど
も
た
ち
が
、
お
目
当

て
の
乗
り
物
を
回
っ
て
は
、
座
席
で
乗
り

心
地
を
確
か
め
た
り
、
運
転
手
気
分
に

浸
っ
た
り
、
消
防
服
な
ど
の
制
服
を
着
せ

て
も
ら
い
な
が
ら
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
震
体
験

車
や
高
所
作
業
車
の
体
験
試
乗
に
は
列
が

で
き
る
盛
況
と
な
り
、
林
業
作
業
車
に
よ

る
実
演
で
は
、
巧
み
に
操
作
し
て
丸
太
を

つ
か
ん
で
切
断
し
た
り
、
積
み
上
げ
た
り

す
る
技
術
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
河
川
公
園
で
は
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
や
内
陸
線

を
モ
デ
ル
に
し
た
ミ
ニ
列
車
、
ほ
ろ
馬
車

な
ど
の
試
乗
が
行
わ
れ
、
人
気
を
集
め
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
毎
年
好
評
の
鉄
道
基
地

体
験
で
は
、
軌
道
バ
イ
ク
の
乗
車
、
運
転

席
に
座
っ
て
の
運
転
手
体
験
な
ど
を
楽
し

む
光
景
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
阿
仁
合
駅
前
に
は
飲
食
・
物
販
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
出
店
が
並
ん
だ
ほ
か
、
県
内

各
地
の
「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
」
が
集
ま
り
イ

ベ
ン
ト
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

▲内陸線の車両を模したミニ列車に乗っ
て喜ぶ家族連れ

▲鉄道基地体験で軌道バイクを楽しむ子
ども


